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　第113期（2024年3月期）第2四半期連結累計期
間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症
の感染症法上の位置づけが５類に移行され、社会経
済活動の正常化が進み、国内需要を中心に緩やかな
景気回復がみられました。一方、円安の進行や資源・
エネルギー価格の高止まりなど、先行きについては不
透明な状況が継続しております。
　このような状況のもと、当社グループは中期経営計
画（2022年３月期〜2024年３月期）のグループ基本
方針として「次世代成長ドライバーの創出」「リーディ
ングカンパニーとして新たな社会作りへの貢献」「経
営基盤変革」を掲げ、次なる時代に向けた成長戦略と
事業を通じた社会貢献の実践による企業価値の向上
に取り組んでおります。
　当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高は
4,459億17百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益
は127億92百万円（前年同期比16.7％増）、経常利
益は129億33百万円（前年同期比15.3％増）、親会
社株主に帰属する四半期純利益は85億26百万円

（前年同期比11.2％増）となりました。
　株主様への還元につきましては、継続的かつ安定
的な利益還元を基本方針に掲げ、中間配当を実施し
ており2024年3月期中間配当⾦は、1株当たり32円
とさせていただきました。

次期中期経営計画策定に向けた検討について
　当社は、2024年5月に発表予定の次期中期経営計
画に向けて「全社パーパスの確立と成長戦略の策定」

「グループ全体での価値最大化に向けた最適な事業
ポートフォリオの確立」「成長投資と株主還元の最適化

業績および中間配当について の実現」の３つのテーマを重点検討事項と位置づけて
おります。
　まず、当社グループの社会的な存在意義を表すメッ
セージとして「バリューチェーンで人をつなぐ、社会を
つなぐ、未来へつなぐ」というパーパスを新たに制定し
ました。さまざまな社会活動を構成するバリューチェー
ン（価値連鎖）のなかで、当社グループは重要な役割を
担い、ビジネスに携わる人々や企業、地域社会をつな
ぐことで、価値を創出しています。詳細は本年11月に
発行した統合報告書にて発信しておりますので、ぜひ
当社ウェブサイトよりご高覧ください。現在、パーパス
を起点として、より多くのステークホルダーから持続的
成長に対する期待感を得られると同時に、事業環境の
変化への対応力を兼ね備えた成長戦略の策定に取り
組んでおります。
　また、事業ポートフォリオマネジメントについては、
上場持株会社の責務として慎重に検証を進めており、
既存事業における市場環境と事業運営について、複合
的な視点で将来性を評価しながら、企業価値向上の実
現につながる取り組みをこれまで以上に加速していき
ます。そして、各事業により生み出された収益につい
て、資本コストを踏まえた最適な成長投資と株主還元
を実現し、企業価値の向上を目指すキャピタルアロ
ケーションの方針を策定中です。リソース配分の最適
化と株主様へのリターンを最大化できる資本政策の
確立を目指してまいります。
　最後に、当社は持続的な成長と企業価値向上を実現
するために、ガバナンス体制の強化およびグループ経
営戦略の推進に注力してまいります。株主の皆様には
引き続き倍旧のご支援とご理解を賜りますようお願い
申しあげます。

株主の皆様へ 事業別概況

ダイワボウホールディングス株式会社
代表取締役社長 西村 幸浩

　株主の皆様には、平素からご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
　さて、中間ビジネスレポートをお届けするに
あたりまして、一言ごあいさつ申しあげます。

繊維事業

6.7％
産業機械事業

1.5％

企業・官公庁向けを中心に中型から大型のIT投資案件を安
定的に獲得し前年実績を上回りました。またコンシューマ向
け市場では、個人消費の低迷が続き減収でしたが、収益改
善により増益となりました。

不織布製品は堅調に推移し、機能性
レーヨンは好調に推移しましたが、電
子部品業界向けカートリッジフィル
ターの需要回復の遅れや事業全般
で原燃料価格の高止まりの影響を
受けたことで利益面で苦戦しました。

工作機械部門では、高効率タービン
で需要のあるエネルギー業界向け
が好調に推移し、航空機業界向けで
は、中小型機のエンジンに需要の回
復がみられました。

ITインフラ流通事業 産業機械事業繊維事業

ITインフラ流通事業

91.8％

409,237
371,705 11,593

9,739

売上高

第113期第112期

営業利益 （百万円）

第113期第112期

■ 第2四半期（累計）

29,67931,356
620

718

売上高 営業利益 （百万円）

第113期第112期 第113期第112期

■ 第2四半期（累計）

6,680
5,804 437

521

売上高 営業利益 （百万円）

第113期第112期 第113期第112期

■ 第2四半期（累計）

4,459億円
第113期

第2四半期（累計）

連結売上高

ITインフラ流通
事業

繊維事業

産業機械事業

ディストリビューション

サービス＆
ソリューション ディーアイエスサービス＆ソリューション（株）

ITインフラ
ソリューション アルファテック・ソリューションズ（株）

（株）オーエム機械
オーエム金属工業（株）

合繊・レーヨン ダイワボウレーヨン（株）

ダイワボウアドバンス（株）
カンボウプラス（株）

工作機械

自動機械
鋳造・加工・組立

産業資材
衣料製品

ダイワボウ情報システム（株）
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　航空・宇宙分野をはじめ、あらゆる産業のマザーマシンとして活躍し、長年にわたる技術・技能の伝承
により厚い信頼を得ている「立旋盤」や、鉄道の安全と乗り心地を支える「車輪旋盤」などの工作機械と、
食品や製薬などの幅広い業界で活躍する自動包装機を主に製造販売しています。時代を先取りし、独
創性を持って、高い技術力が生み出す高精度な機械を提供することで、多様化するユーザーニーズに
確実に応えていきます。

あらゆる業界の製造機械に変革をもたらす「匠の精鋭技術集団」

事業を通じた社会課題解決への貢献機会

航空機エンジンやエネルギー分野向
け、鉄道車輪メンテナンス用の工作
機械などを通じてモノづくりの技術と
品質を提供

　素材としての用途の広がりや循環型社会への対応など、多様な可能性を持つ繊維の事業フィールド
で、研究開発に力を入れ、サステナビリティに配慮した素材や機能性・独自性のある素材を活かした高
付加価値な商品を生み出しています。衣料品のほか、紙おむつの材料といった生活資材から建設現場
の防水シートなど産業資材まで取り扱い分野は幅広く、その提供形態も原綿や不織布、最終製品まで
多岐にわたります。

衣料・生活用品から産業資材まで高付加価値を追求する繊維メーカー

事業を通じた社会課題解決への貢献機会

生分解性繊維など環境負荷低
減に貢献する商品開発
機能性商品の原料を、環境負荷
軽減素材やリサイクル素材へ置き
換えるなど、「機能性＋サステナ
ブル」の両立ができる商品開発

繊維事業

産業機械事業

ITインフラ流通事業

事業を通じた社会課題解決への貢献機会

国内最大級のディストリビューターとして
IT環境をトータルにサポート

　ITインフラ流通事業は、ダイワボウ情報シス
テム（DIS）グループが運営する事業です。DISは
独立系マルチベンダーとして、お客様のニーズ
に合わせて最適なソリューションを提案し、世界
中のIT関連商品・サービスを最適な組み合わせ
でご提供しています。どの地域のお客様にも
Face to Faceできめ細やかに対応できるよう、

日本国内をカバーする営業拠点と物流拠点を
展開。全国の販売パートナーを通じて、民間企
業や官公庁・自治体、学校、医療機関、一般消費
者など、幅広く利用されるIT関連商品をお届け
します。時代の変化に即応しながら、万全のサー
ビス＆サポートで、多様化・高度化するニーズに
応え続けていきます。 

全国の営業拠点網によるIT化推進の取り組み

「iKAZUCHI（雷）」は、DISが提供す
るサブスクリプション管理ポータルで
す。サブスクリプション型（継続課⾦型）
ビジネスは、導入コストを抑えて、最
新のサービスを必要な分だけ利用でき
るため、幅広い分野で普及・拡大が見
込まれています。販売パートナーは

「iKAZUCHI（雷）」を利用することで、
クラウドサービスを中心としたサブスク
リプションビジネスにおける注文工数が
削減され、年額・月額・従量制などの
さまざまな継続型契約や、ユーザー情
報の一元管理が可能になります。

教育の情報化に向けた取り組み
サブスクリプション管理ポータル 「iKAZUCHI

（雷）」での新たなビジネス共創の場の提供

iKAZUCHI（雷）掲載サービス
120ベンダー／231サービス

（2023年9月現在）
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本レポートは2023年11月9日時点の開示情報に基づいて記載しております。以降の情報開示については当社ウェブサイトをご参照ください。
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4,459億17百万円 127億92百万円 129億33百万円

32円

前年同期比 増16.7% 前年同期比 増15.3%
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（注）第111期から、収益認識会計基準等を適用した 
数値を記載しております。

※1株当たり配当⾦は株式分割（2021年4月1日）を
過年度に遡及して表示しております。

「ダイワボウホールディングス統合報告書2023」の発行
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会 社 概 要
社 名 ダイワボウホールディングス株式会社
資 本 ⾦ 216億9,674万4,900円
設 立 日 1941年（昭和16年）4月1日
本 　 社 大阪市北区中之島3丁目2番4号

中之島フェスティバルタワー・ウエスト
連結従業員数 5,928名

（2023年9月30日現在） （2023年9月30日現在）株式の状況

所有者別株式分布状況
（注）発行済株式の総数のうち2,776,420株を自己株式として保有しております。

発行可能株式総数 発行済株式の総数 株主数
200,000,000株 96,356,460株 9,636名

役 員 （2023年9月30日現在）

各詳細につきましては、当社ウェブサイトをご覧ください。
https://www.daiwabo-holdings.com/
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事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
基 準 日 毎年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社  大阪証券代行部
〒541-8502 
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

® 0120-094-777（通話料無料）
上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　
https://www.daiwabo-holdings.com/

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、 
日本経済新聞に公告いたします。）

1．  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりますので、口座
を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ
信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店でもお取次
ぎいたします。

ご 注 意

株 主 メ モ

個人・その他
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3.88%
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96,356,460株

外国法人等
38.86%
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藤木 貴子
取締役

堀 哲朗

社外

監査役
角石 紗恵子

社外

TOPICS

ダイワボウ情報システム 「Microsoft Country/Region Partner of the Year Award」および、
「マイクロソフト ジャパン パートナー オブ ザ イヤー 2023 ＜Indirect Provider Award＞」を受賞

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

https://koekiku.jp アクセスキー

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝を進呈させていただきます。

株主の皆さまの
声をお聞かせください

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。https://www.pronexus.co.jp/
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」       koekiku@pronexus.co.jp

ダイワボウ情報システム（DIS）は、2023年6月28日、マイクロソフトのクラウド製品
市場の拡大において、目覚ましい成長を遂げたパートナーを、各国／地域から1社表
彰する「Microsoft Country/Region Partner of the Year Award」と、国内の優
れた実績を上げたパートナーを表彰する「マイクロソフト ジャパン パートナー オブ 
ザ イヤー 2023 ＜Indirect Provider Award＞」の2つの賞を受賞しました。DIS
は、全社をあげて販売パートナーと協力体制を構築し、オンプレミス環境からクラウド
環境への移行に貢献しました。さらに、販売パートナーと協業し、さまざまな施策を展
開して、実績を大幅に拡大したことが評価され、今回の受賞につながりました。

「ダイワボウホールディングス統合報告書2023」（以下、本報告書）を2023年11月に発行しました。本報告書で
は、ステークホルダーの皆様に当社のパーパスや価値創造プロセスなどを分かりやすくお伝えすることを目指し、
事業戦略や業績、コーポレート・ガバナンス、環境、社会への取り組みなど、財務情報と非財務情報を統合的にまと
めたレポートとなります。
当社はこれからも統合報告書の内容の充実を図るとともに、持続的な成長を目指し企業価値のさらなる向上に努
めてまいります。

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益（百万円）

85億26百万円

第113期
   第2四半期（累計）

8,526

16,988

第111期

19,059

第112期

25,715

21,178

第110期第109期

7,015 7,6708,803
10,608

前年同期比 増11.2% 前期末比 増2.3pt

The 113th Mid-term Business Report April 1, 2023 - September 30, 2023

Corporate Profile 2023統合報告書2023

NEW

バリューチェーンで
人をつなぐ、社会をつなぐ、未来へつなぐ

第113期 中間ビジネスレポート
2023年4月1日〜2023年9月30日

証券コード　3107



　第113期（2024年3月期）第2四半期連結累計期
間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症
の感染症法上の位置づけが５類に移行され、社会経
済活動の正常化が進み、国内需要を中心に緩やかな
景気回復がみられました。一方、円安の進行や資源・
エネルギー価格の高止まりなど、先行きについては不
透明な状況が継続しております。
　このような状況のもと、当社グループは中期経営計
画（2022年３月期〜2024年３月期）のグループ基本
方針として「次世代成長ドライバーの創出」「リーディ
ングカンパニーとして新たな社会作りへの貢献」「経
営基盤変革」を掲げ、次なる時代に向けた成長戦略と
事業を通じた社会貢献の実践による企業価値の向上
に取り組んでおります。
　当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高は
4,459億17百万円（前年同期比9.0％増）、営業利益
は127億92百万円（前年同期比16.7％増）、経常利
益は129億33百万円（前年同期比15.3％増）、親会
社株主に帰属する四半期純利益は85億26百万円

（前年同期比11.2％増）となりました。
　株主様への還元につきましては、継続的かつ安定
的な利益還元を基本方針に掲げ、中間配当を実施し
ており2024年3月期中間配当⾦は、1株当たり32円
とさせていただきました。

次期中期経営計画策定に向けた検討について
　当社は、2024年5月に発表予定の次期中期経営計
画に向けて「全社パーパスの確立と成長戦略の策定」

「グループ全体での価値最大化に向けた最適な事業
ポートフォリオの確立」「成長投資と株主還元の最適化

業績および中間配当について の実現」の３つのテーマを重点検討事項と位置づけて
おります。
　まず、当社グループの社会的な存在意義を表すメッ
セージとして「バリューチェーンで人をつなぐ、社会を
つなぐ、未来へつなぐ」というパーパスを新たに制定し
ました。さまざまな社会活動を構成するバリューチェー
ン（価値連鎖）のなかで、当社グループは重要な役割を
担い、ビジネスに携わる人々や企業、地域社会をつな
ぐことで、価値を創出しています。詳細は本年11月に
発行した統合報告書にて発信しておりますので、ぜひ
当社ウェブサイトよりご高覧ください。現在、パーパス
を起点として、より多くのステークホルダーから持続的
成長に対する期待感を得られると同時に、事業環境の
変化への対応力を兼ね備えた成長戦略の策定に取り
組んでおります。
　また、事業ポートフォリオマネジメントについては、
上場持株会社の責務として慎重に検証を進めており、
既存事業における市場環境と事業運営について、複合
的な視点で将来性を評価しながら、企業価値向上の実
現につながる取り組みをこれまで以上に加速していき
ます。そして、各事業により生み出された収益につい
て、資本コストを踏まえた最適な成長投資と株主還元
を実現し、企業価値の向上を目指すキャピタルアロ
ケーションの方針を策定中です。リソース配分の最適
化と株主様へのリターンを最大化できる資本政策の
確立を目指してまいります。
　最後に、当社は持続的な成長と企業価値向上を実現
するために、ガバナンス体制の強化およびグループ経
営戦略の推進に注力してまいります。株主の皆様には
引き続き倍旧のご支援とご理解を賜りますようお願い
申しあげます。

株主の皆様へ 事業別概況

ダイワボウホールディングス株式会社
代表取締役社長 西村 幸浩

　株主の皆様には、平素からご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
　さて、中間ビジネスレポートをお届けするに
あたりまして、一言ごあいさつ申しあげます。

繊維事業

6.7％
産業機械事業

1.5％

企業・官公庁向けを中心に中型から大型のIT投資案件を安
定的に獲得し前年実績を上回りました。またコンシューマ向
け市場では、個人消費の低迷が続き減収でしたが、収益改
善により増益となりました。

不織布製品は堅調に推移し、機能性
レーヨンは好調に推移しましたが、電
子部品業界向けカートリッジフィル
ターの需要回復の遅れや事業全般
で原燃料価格の高止まりの影響を
受けたことで利益面で苦戦しました。

工作機械部門では、高効率タービン
で需要のあるエネルギー業界向け
が好調に推移し、航空機業界向けで
は、中小型機のエンジンに需要の回
復がみられました。

ITインフラ流通事業 産業機械事業繊維事業

ITインフラ流通事業

91.8％

409,237
371,705 11,593

9,739

売上高

第113期第112期

営業利益 （百万円）

第113期第112期

■ 第2四半期（累計）

29,67931,356
620

718

売上高 営業利益 （百万円）

第113期第112期 第113期第112期

■ 第2四半期（累計）

6,680
5,804 437

521

売上高 営業利益 （百万円）

第113期第112期 第113期第112期

■ 第2四半期（累計）

4,459億円
第113期

第2四半期（累計）

連結売上高

ITインフラ流通
事業

繊維事業

産業機械事業

ディストリビューション

サービス＆
ソリューション ディーアイエスサービス＆ソリューション（株）

ITインフラ
ソリューション アルファテック・ソリューションズ（株）

（株）オーエム機械
オーエム金属工業（株）

合繊・レーヨン ダイワボウレーヨン（株）

ダイワボウアドバンス（株）
カンボウプラス（株）

工作機械

自動機械
鋳造・加工・組立

産業資材
衣料製品

ダイワボウ情報システム（株）

大和紡績（株）

（株）オーエム製作所

（2023年9月30日現在）

　航空・宇宙分野をはじめ、あらゆる産業のマザーマシンとして活躍し、長年にわたる技術・技能の伝承
により厚い信頼を得ている「立旋盤」や、鉄道の安全と乗り心地を支える「車輪旋盤」などの工作機械と、
食品や製薬などの幅広い業界で活躍する自動包装機を主に製造販売しています。時代を先取りし、独
創性を持って、高い技術力が生み出す高精度な機械を提供することで、多様化するユーザーニーズに
確実に応えていきます。

あらゆる業界の製造機械に変革をもたらす「匠の精鋭技術集団」

事業を通じた社会課題解決への貢献機会

航空機エンジンやエネルギー分野向
け、鉄道車輪メンテナンス用の工作
機械などを通じてモノづくりの技術と
品質を提供

　素材としての用途の広がりや循環型社会への対応など、多様な可能性を持つ繊維の事業フィールド
で、研究開発に力を入れ、サステナビリティに配慮した素材や機能性・独自性のある素材を活かした高
付加価値な商品を生み出しています。衣料品のほか、紙おむつの材料といった生活資材から建設現場
の防水シートなど産業資材まで取り扱い分野は幅広く、その提供形態も原綿や不織布、最終製品まで
多岐にわたります。

衣料・生活用品から産業資材まで高付加価値を追求する繊維メーカー

事業を通じた社会課題解決への貢献機会

生分解性繊維など環境負荷低
減に貢献する商品開発
機能性商品の原料を、環境負荷
軽減素材やリサイクル素材へ置き
換えるなど、「機能性＋サステナ
ブル」の両立ができる商品開発

繊維事業

産業機械事業

ITインフラ流通事業

事業を通じた社会課題解決への貢献機会

国内最大級のディストリビューターとして
IT環境をトータルにサポート

　ITインフラ流通事業は、ダイワボウ情報シス
テム（DIS）グループが運営する事業です。DISは
独立系マルチベンダーとして、お客様のニーズ
に合わせて最適なソリューションを提案し、世界
中のIT関連商品・サービスを最適な組み合わせ
でご提供しています。どの地域のお客様にも
Face to Faceできめ細やかに対応できるよう、

日本国内をカバーする営業拠点と物流拠点を
展開。全国の販売パートナーを通じて、民間企
業や官公庁・自治体、学校、医療機関、一般消費
者など、幅広く利用されるIT関連商品をお届け
します。時代の変化に即応しながら、万全のサー
ビス＆サポートで、多様化・高度化するニーズに
応え続けていきます。 

全国の営業拠点網によるIT化推進の取り組み

「iKAZUCHI（雷）」は、DISが提供す
るサブスクリプション管理ポータルで
す。サブスクリプション型（継続課⾦型）
ビジネスは、導入コストを抑えて、最
新のサービスを必要な分だけ利用でき
るため、幅広い分野で普及・拡大が見
込まれています。販売パートナーは

「iKAZUCHI（雷）」を利用することで、
クラウドサービスを中心としたサブスク
リプションビジネスにおける注文工数が
削減され、年額・月額・従量制などの
さまざまな継続型契約や、ユーザー情
報の一元管理が可能になります。

教育の情報化に向けた取り組み
サブスクリプション管理ポータル 「iKAZUCHI

（雷）」での新たなビジネス共創の場の提供

iKAZUCHI（雷）掲載サービス
120ベンダー／231サービス

（2023年9月現在）

企業 官公庁・
自治体

文教・
研究施設

医療機関 一般消費者
（個人）

商社 SIer・NIer

販売パートナー

メーカー（仕入先）

約19,000社

エンドユーザー

事務機器
販売店

量販店・
専門店

通信回線
業者

EC・Web
事業者

PC SIMフリー端末・
スマートフォン

ペリフェラル ネットワーク

ソフトウェア通信・
クラウド

その他
約1,400社

約240万アイテム
（2023年9月30日現在）

本レポートは2023年11月9日時点の開示情報に基づいて記載しております。以降の情報開示については当社ウェブサイトをご参照ください。



会 社 概 要
社 名 ダイワボウホールディングス株式会社
資 本 ⾦ 216億9,674万4,900円
設 立 日 1941年（昭和16年）4月1日
本 　 社 大阪市北区中之島3丁目2番4号

中之島フェスティバルタワー・ウエスト
連結従業員数 5,928名

（2023年9月30日現在） （2023年9月30日現在）株式の状況

所有者別株式分布状況
（注）発行済株式の総数のうち2,776,420株を自己株式として保有しております。

発行可能株式総数 発行済株式の総数 株主数
200,000,000株 96,356,460株 9,636名

役 員 （2023年9月30日現在）

各詳細につきましては、当社ウェブサイトをご覧ください。
https://www.daiwabo-holdings.com/
IR・投資家情報
個人株主・投資家の皆様へ／中期経営計画／業績・財務／IRライブラリ／株式情報
IRカレンダー／よくあるご質問／電子公告

ITインフラ流通事業／繊維事業／産業機械事業
事業紹介

トップメッセージ／マテリアリティ（重要課題）／「社会・産業」の創造と革新を支える
「環境」との共生を支える／「人」を大事にする／ガバナンス／ISO取得状況
ESGデータ／CSR調達ガイドライン

サステナビリティ

ご挨拶／グループ理念体系／会社概要／役員一覧／沿革／統合報告書
グループ広報誌／広報・企業広告ライブラリ

会社情報

グループ広報誌
DAIWABO HOLDINGS Digest

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
基 準 日 毎年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社  大阪証券代行部
〒541-8502 
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

® 0120-094-777（通話料無料）
上場証券取引所 東京証券取引所プライム市場
公 告 の 方 法 電子公告により行う

公告掲載URL　
https://www.daiwabo-holdings.com/

（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、 
日本経済新聞に公告いたします。）

1．  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっておりますので、口座
を開設されている証券会社等にお問合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ
信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱
UFJ信託銀行）にお問合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行本支店でもお取次
ぎいたします。

ご 注 意

株 主 メ モ

個人・その他
14.29% 金融機関

35.81%

その他の法人
3.88%
金融商品取引業者
4.27%

自己株式
2.88%

発行済株式の総数
96,356,460株

外国法人等
38.86%

常勤監査役
小野 正也

取 締 役

監 査 役

代表取締役社長
西村 幸浩

取締役
安田 充成

取締役
猪狩 司

監査役
植田 益司

社外

取締役
社外

土肥 謙一
取締役
社外

中村 一幸
取締役
社外

吉丸 由紀子
取締役
社外

藤木 貴子
取締役

堀 哲朗

社外

監査役
角石 紗恵子

社外

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

https://koekiku.jp アクセスキー

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝を進呈させていただきます。

株主の皆さまの
声をお聞かせください

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。https://www.pronexus.co.jp/
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」       koekiku@pronexus.co.jp
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